
権平他 吃音と夜尿を主訴とした三才男児の一礁例

吃音と夜尿を主訴とした三才男児の一事例

一遊戯療法場面における吃音の変化一

研究第6部権平俊子・内藤啓子

1　ま 1え　が　き

　吃音・夜尿を訴えて来所した三才男児について、遊戯

療法を行い・それと併行して母親にカウソセリソグを行

った。今回は、特に遊戯療法場面での行動の変化と吃音

の状態の変化について述べ、更にそれに伴なう母親の育『

児態度の変化等も合わせて考察を加えたいと思う。

K、N、初回来所時　3才3か月。男児。

1．主 訴

H　事

　吃音を主訴として昭和妊年11月4日に来所した。　（言

語障害関係の相談所から、心理治療を母子ともに行った

ら効果があるのではないかということで権平に紹介があ

った。）

　初回の主訴は2才前後から吃り出したということであ

らたが、カウンセリソグ第2回目では夜尿（毎日）があ

ることも訴えている。

2，生活史およぴ生育史

　（ユ）出生状態

　実父36才、実母28才の時、第二子として出生。予定日

より15日阜く生れた。 生下時体量3，60019で正常産。

（2） 授乳状態

　 1か月間母乳、その後は人工栄養で、時間と量は決め

られた通り厳しく守った。

　（8）発育状態

　首のすわり、おすわりは大体藻準通りの時期であら

た6一人歩きは1才頃、話し始めは1才6か月頃。姉に

比較するとなかなか逮者に語ができるように嶽らず、2

才頃には凝吃りモが目立6てきた。．現在もまだ幼児語が

残っている。

　（4）r慨往症

』扁桃腺を腫らして時々莞熱する。 水痘』1才6が月。

「（5）1排尿便めしづけ 1一

　初回面接のと薮姉比比較し七、赤ち畢んの頃より、

おむつのぬれが早く㍉今セもおしづこが近い。おむつは

例

2才前後にとれた・と母親はのべている。その後の話で一

は毎晩のように夜尿をするという。後に当病院の小児科・

で診察の結果、身体的異常はなかった。

　（6）家族

　実父（39才）は、6人の同胞の第甲子。工高卒、自動一1

車のパッテリー関係の仕礁を自営で行っている。

　実母（31才）は、6人の同胞の第一子。高校卒、家業』

の手伝は住いが別なのでしていない。

　姉（5才）幼稚園在園。

　祖父（70才、父方）は、芝居の衣裳を内職程度に縫ウ

ている。［

　（7〉近隣状態

　閑静な住宅地。蛮業所は別。．

、3。 初回来所時（昭和41年11月4日）

　前述したように、智語関係の相談所から紹介されて来

所した。その折に、本児には知能検査を行った。検査者

が、検査室に誘うとすぐに離れてついてこようとする

が、母親の方が離れにくく・　「家では離れないから無理

です」といって一緒に来ようとする。しかし検査者が大1

丈夫だからといって、本児だけ連れて入室した。問に対’

してはすぐ答える。話し方は、息を吸いこんでいいにく

そう、吃音は難発型も発音は不明瞭であった。検査に対

しては興味をもって応じる。鈴木ビネー法で知能指数ぱ

123でった。

　母親と面接を行ったが、 紙介者が話していたように、

非常に緊張して、感情の表現がスム』ズでなく、話し方

も、まるでおこられているよう に感 じる程、突樫食であ

った◇吃音が心配だ、K先生がこちらで治療したら治る
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乏申されたので、是非お願いしたいと言葉少なに述べて

、いた。そこで、子どもには、遊戯療法を、それと併行レ

て、母親には、カウソセリソグを行うことにした。12月

・の半ばに手があくので治療を開始することができる予定

であったが、すぐに暮と正月の休みに入ることでもあ

り、子どもの方の都合もあって、昭和42年1月17日より

始めた。子どもの治療は内藤が、母親のカウソセリング

・には権平が撞当した。

皿　経過及び考察

　遊戯療法をカウソセリングは、昭和42年1月17日を始

・めに昭和43年3月26日の終結まで、週一回、50分で、通

「算49回行なわれた。遊戯療法は、大体、Axlineの遊戯

療法の方法に従った。

　治療の経過を見ると、一応4つに区切ることができ

る。（吃音の状態の変化は第1表に示すような経過をた

どった）

第1表　吃音の経過
Table1．　Change　in　Boゾs　Stuttering

第 期
t 第 期

・蕪園、き園，ll、難騨腓峨ll韓膵

第　　　三　　　期 第 四 期

3。13夏！32133国3513618713813gl4・回4214344145 46國4814gl

◎ 口口目口口回口 OlOi◎1◎1

◎ 口1口・1口目1・日1 ◎回◎回

注・疲度の場合＝非常にしばしば吃るものに◎印・時々吃るものに○印・殆んど又は全く吃らないものは印をつ

　　　　　　　けない。
　　程度の場合：身体を使ったりしてやっと発語できる難発型の吃音のときに◎印、多少の難発的な吃p方をし

　　　　　　　ても、身体を使う程でないという軽度の時には○印とした。

　て1）第1回（42年1月17日）～第10回（42年4

　　月11日）

、母親が腎孟炎で入院したため、2月28日と3月7日は

休んだ。

○遊戯療法の経過

　第一回目、入室する際、少し恥かしそうに母親の陰に

隠れるが、遊戯室への興味が先に立ってか、簡単に離れ

た。 おもちゃ箱から、レゴ、粕土、』風船、鉄砲、電話

等、 自分で出し、さかんに弄っている。、使い方がわから

ないとすぐに治療者に聞く。二回潤からも、これらの玩

具を、5～10分位ずつ遊ぶ。

　この時期の吃音の状態は，1何かを話そう とする度に吃

り、話す前に一息呑み込んで喉をヒューと鳴らしてから

一気に話す。見ていて非常に苦しそうである。（難発型）

それでも最初の音が出ない時は∫手や足を使ってその反

動で話す。（associated　symPtom）　1回（約1時間〉の

中でもひどく吃る時というのは，●新しいこ ≧に応pよ

うとする時、●新しい玩具を使って遊びきいという気持

がある時、●5回目にミラッノ㌔を見つけ「これ何マ」

と聞き、ラッバという新しい言葉を覚孝て使おうし＃時

等、●いいたいことを知らせたいのに必要な賃葉が見当

らないで焦る時、●ミおしっこミに行くことをあわてて

治療者に知らせる時，●コッブに水を入れて運んだら、

床に水がこぼれてしまった（9回目）ξいうような、驚

き、あわてている時、等々であった。

　又この時期に、特徴的な行動はミおやつ畔等闘す為こ

とである。ミおやつミを一緒に食べるとヤ・うこ．≧に対し

て極度の抵抗を示す。始め，治療者がモおやつの時問聴

を知らせるとミ家で食てきたからミといって食べない。

しかしおやっを食べるということには関心があるらし
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い。その時間におやつを食べなかったということは気に

なるらしく、帰る時間が来たことを知らせると途端にあ
聖

わててミおやつは家に持っていって食べればいいねミと

いう。4回目頃からミ食べるモといって手など洗うが、

いざとなると、非常に不安になり、母親のところに行っ

てミもう帰るミという。母親にミ今日は一緒に食べるん

だって楽しみにしてきたのでしょうミ等と促されても、

まだまだ抵抗がとれないようである。食べても何となく

落着かない様子で部屋の巾を歩きまわったりする。おや

つの場面では、ひどく吃る。

　この時期は，本児の遊ぴの場面での行動自体は，かな

り自主的に出ることが多いので、それ程緊張していると

いうことはわからない、しかし治療者 との関係という点

から見ると、ミおやつミの抵抗、新しいものに応じる時

等の吃りのひどさ、会話の不自然さが目立つことなどか

ら、やはり本児の内面では，まだかなり緊張と不安が全

体を支配しているように思われる。その気持が、特に

　ミ話すミという場面においてミ吃るミという形を通して

顕著にあらわれていると考えられる。

　しかし7回目の時、・おもちゃ棚から玩具を取ろうとし

て箱ごと床に落してしまった。床に散らばった玩具を見

てから不安気な様子で治療者の顔を見たので、治療者は

その気持をref旦eetし受け入れるようにした。この填か

ら、本児は、　ミここでは何をしてもいい≒という気持の

解放がなされ、治療者との問の緊張も解け、次第に揚面

に馴んでいったようである。

○母親のカウソセリソグの経過

　母親は、はじめ緊張した態度で、言葉少なくミ本児が

時々息を吸い込んで話すので気になり、ゆっくり話すよ

　う二にいったり、ふざけないでちゃんと話しなさいといっ

ても効果はなかったと述べている。カウソセラーは、母

親の気持を受け入れるようにした。はじめはこちらから

指示しても母親は受けつけられないようであった。子ど

　もに対しては、拒否的で、結婚後、子どもが欲しいなど

考えてもいないうちに姉を妊娠し出生した。姉は育てや

すい子であったが、義務で育てているようで少しも可愛

いいとは感じなかづた。そしてやっと誕生を過ぎたとほ

　っとした頃、 本児を妊娠し出生した。姉よりも扱いにく

いと思ったらおむづはすぐぬれるし、時間通りに定量の

　ミルクを与えているのに、よく泣いて園らせられた。自

分は子どもなど欲しくなかったのだが、主人は子どもが

1好きなので、別れるようになってはと考えて子どもを持

っ た。主人は子どもの面倒をよくみるし、子どもはよく

なついている。自分は子どもを余り好きでないのに、本

　児は自分に甘えて仕方がない。姉の方がちょっとでも甘

えてくるとすぐに割り込んでくる。そしてミぽくのママ・

だいモという。姉の方は年より大人で、ききわけもよ

い。母親は、子どもの世話を嫌いだといいながら、本児、，

のわが侭は何でも通しているようで、菓子など自由に与．

えている。排便のとき、便所に落ちると心配だと、標準．

より大きい本児を抱いてさせていた。初回来所時に示し．

たように、本児が一人で離れようとしていても、ミこの・

子は一人ではいられない子だモと考えているようであっ．

た。夜尿についても、夜起すのは可哀想だから起した．

ことはないという。夕食が八時過ぎなので、子 どもだ：

け早くしてはと勧めたが、父親の帰宅が遅くギ子どもに．

先に食べさせておいても、父親が夕食をすると又食べる、

ので同じことだという。2月末に母親が竪孟炎で入院し，

たら、子どもたちがしっかりした。父親が面倒をみてい・

たら吃りの方もよくなったので、自分も扱い方を変えよ

うと思う、目を離さずにいるのを止めて傍観していよう

と考えていると述べ、、自分の扱い方を変えてみようと考

え出してきた。

　（2）第11回（42年4月18日）～第30回（42年1α，

　　月17日）

　4月25日、本児風邪のため休み。5月30日、母親が病1

気のため父親の来所。父親と面接を行う。7月25日、 カ・

ウンセラーの都合で母親のカウソセリソグだけ休み。8．

月1日、8月8日、当所の夏休み、8月22日、8月29一

臥姉が夏休みで家にいるので、自分だけ来所するとい・

うことをいやがり休む◇

○遊戯療法の経過

　11回臥本児自身からおやつを催促し、全部食べる。

このことは本児にとっても大きな意味をなしたようであ、

る。conf隻eetな状態からぬけ出ることができたという。

しかも自分で切り 抜いたという自覚をもったらしい釧そ・

のことを治療者だけでなく母親にも早速知らせにいく。

又この日は、時間の始めから何となく嬉しそうな表箭を・

していた。そして時間が終ってから、母親の口からき今一

日は、おねしょをしなかったことを知らせるんだといっ

てはり切ってきたんですよ鳶と知らされた。始めて、帰・

る時問になっても、もっと遊びたいと頑張る。、

　11回～17回頃までの遊びは、主に、ペタックを画用紙㌔

に貼る。絵の具を使って描く、パサミで紙を切る、ワソ

ワ．ンゲームをする等である、とても楽しそうである。し

かし、絵の具の時などにい手がよごれると気にして、すー

ぐ手を洗うということはよく見られる。新しい玩具に関

心を示し、しかも抵抗なく遊ぶようになる。ワソワソゲー

一ムにしても、会話に自然さが出、本児の方から積極的・

に話しかける。おやつは楽しみ・に．しているらしく、催促』
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恥て食べるるおやつの時、ビーナツボールがあるのを見

・て、モビーナツボールは、なめる方がおいしいんだよモ

といって嘗め、中のピーナツを見せて鳶ほらビーナツ

コね、だからビーナツポールっていうんだよ毫等と、治療

者には、積極的に親しみをあらわす。が、反面、autism，

，の子ども（この時間はいつも、別の部屋1でautismの子

、どものGroup　therapyを行なっているが、その子ども

．が、時々、本児の部屋に入ってきたり㌔廊下に出て騒い

．だりしている〉に対しては、部屋のドアを開けてじっと

∫見たり、絵の具の絵をかわかすという口実で見にいく等、

関心は十分あるのだが、まだ恐わさもあってか、消極的

である。　（本児はこのautismの子どもを幼稚園か何か

κ行く所謂普通の子どもと見ている）。．

　この時期の吃音は、身体の調子がよいこともあって

∫か、状態もよく、時々吃る、又は殆んど目立たない程度

』である。しかし18回目頃からくずれ、吃る回数が増え

∫る。この頃から、遊びの場面では少しagressiveという

1が乱暴な行動が目立つ。レゴでレールを作り、車を走ら

一せ途中で壊す。 治療者にむかってボールを乱暴に投げ

・る。おもちゃのカナズチを床に思い切り強く叩きミこ

；れ、こわしたいな竜どいって壊す、22回目の時には、お

・やつに対しても、始めてミこれ、きらいだ！鞘という、

『24回目の時は曼手は、洗わなくていい融と洗わずに食べ
二始める、 等々。

　30回目頃までは、丁度夏に向った頃から秋にむかうと

Fいう頃で、 夏は夏で暑いし、皮膚も弱いので身体の調子

も悪いことが多く、又、秋に向う頃は、季節の変り目

』で、又調子が悪いという時期であったため、疲れた様子

ロで望むことが多いようであった。

　吃音についていえば、身体の調子の悪い時は、決って

己吃音が重く1最初の音がなかなか出て；ないので、身体

を動かしたり、跳ねたり、手を使ったりする。それに比

して・・身体の調子のよい・18回・19回・．20回・23回、24

‘回、26回、 28回のうち、18回を除いては㍉吃音があまり

目立たない。又時々吃ってもその程度も最初の音を少し

儲まる位の軽いものである。これがこの時期の吃音の特

＝徴であった。

∫○母親のカウソセリングの経過

　この頃になると、母親は、カウンセラーに対しては、

三緊張がほぐれ、親しみを示すようになり一、表情も豊かに

．なってきた、き先生は、子どもさん何人いらっしゃるの

』ですかモ子どもはないと答えるとミ私の知っている子ど

ものない方は冷たい感じの方ぱかりでした。子どもがい

”なくても暖かい方があるんですねモとか、カウソセラー

“に対する批判を述べたりする余裕が出てきた。主人の弟

たちは一流大学を出て、研究者や勤め人なので、学歴も

工高だけで商売をしている主人に引け目を感じていた

が、主人の方は平気で弟たちの経済的な面倒をよくみて

いるし、男同志で酒を飲んだりしている。そうした主人

に対して、近頃では本当に尊敬もできるようになってき

た。績婚当初は店に住んでいたが、勤め人の家庭に育っ

てきたので、使用人を多勢使うということが何よりつら

く、主人の父と一緒になった方がよいと思い、子どもが

できてから現在の住いに引越してきた。主人の父は、裁

縫を仕蛮としてきた人なので、女性的で細かくて、とて

も辛いこともあったが、口で文句をいうだけでなく、自

分でやってしまう人なので、この頃では好きなようにさ

せておけるようになった、と家庭の様子についても話す

ようになってきた。本児の吃音の方は波があり、全然気

にならない程しゃべりまくる時と、足を踏みならさして、

つまって出ないこともある。母親は、吃らないこともあ

るので、何時かは治ると思うようになってきたというも

本児も大分変り、お便所にも一人ですわれるようになっ

た。又、今までは、姉にぱかりくっついて遊んでいたの

に、男の子とよくあぱれて、飛びはねて遊ぶようになっ

てきた。そのため夕食は六時頃にして、九時頃には寝る

ようになった。自分たちがねるとき、ぐずぐずいっても

起して、歩かせてお便所に連れていくようにしたら、夜

尿のない日もでてきた。又、二度ほど毫ママ、おしっ

こ鳶と母親を起したと、母親の方もだんだん自信が持て

るようになってきた。

○父親との面接

　42年5月30日、母親が病気だということで、本児を連

れて父親が来所した。母親が話していたように、子ども

の扱い方もやさしく、のんびりした感じであった。． 鞘家

内はきちんとしたことが好きで・非常に良心的である反

面、融通のつかない性質で、子どもに対してもそう・した

態度で接してきていたが、この頃、 大分余裕をもって き

たようで、自分の帰りがおそいとき先にねているように

なった。自分も小学校の頃、少し吃った経験があるが、

現在では気にならない。そのため、吃りの方は大丈夫だ

という気がしている。この頃、本児が活動的になり、男

らしくなってきたことは何より．もよいことだと思う。家

内はこちらを大へん信頼して、本児が吃りになったため、

自分を考えなおして、これからの人生を楽しく過せるよ

うな気がすると喜んでいる。口下手で、先生に失礼なこ

とをいうこともあるでしょうが、本人も努ガしているよ

うなので、よろしくお願いする鳶と話してレ．・たじカウソ

セラーが何より安心に思われたことは・母親の性質をよ

く理解して、それを助けている父親の態度であった。
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　・’（3）

第31回（42年10月24日）～第45回（43年2
　　　月27日）

　12月5日、風邪のため休み。12月19日、本児が寝坊し

一てしまったので休む。　1月2日、正月で休み。1月31

　臥風邪のため休む。

・○遊戯療法の経過

　31回～36回までの遊びの中心は、絵の具とワソワンゲ

・一 であった。絵の具のいろんな色を出し、水で溶かし

て画用紙に描く、描いたものを日に干して乾かすため、

二外に出る（これは家庭指導Groupの子どもや、＆utism

・の子どもを見るためでもあるのだが……）。又、35回目

・には、玩具のお風呂を見つけ、水が漏らないようにと、

ビニールテーブを貼って工夫する等・遊び自体にかなり

・のまとまりが出、構成的になって きた。治療者に対し

て、絵の具を出させたり、水を汲みにいかせたり、絵の

一具の水をどこかわからない所に隠して取っておいでと

か、こっちはこうして作った方がいい等、支配的な態度

毛に出ることもある。が、これはむしろ本児ゐ自由な動き

・の一つとも考えられ、全体としては、自己統制ができて

ヤ・る感が強い。

　37回臥治療者と一緒に、粘土でおせんべいを作り、

・焼いたりお皿にのせたりする。おやつの時間には、コソ

ペイ糖を見つけモこれ大好きなんだモといってミイロハ

昌コンペイ糖、コンベイ糖は甘い、甘いは……　光るは

’オヤジの禿げ頭／モと大声で歌って笑う。この頃に至っ

ては、治療者との関係も、いよいよ友好的で、遊びも建

k設的になった。38回～45回目までも、遊びの内容は、粘

．土で亀を作ったり》レゴで飛行機を作ったりで、作りな

がらミ宇宙って何？鳶と質問したりもする。41回、42回

・は、紙芝居を治療者に読ませ、 じっと聞いている。お帰

りの時間を気にして≒まだこない？モと闇・くのでまだ沢

山あると知らせるとミワーイ！　うれしいな転と大喜び
ーする。

　この時期の後半になると、 心理的な不安がとれ、自信

が出てきたことが加わってか、本児は治療者を始め、母

i親、autismの子ども、家庭指導グルーブの子どもたちに、

・自分の遊びを見て もらいたいという要求が出てきたよう

ーだる・部屋の ドアをわざと開けておく。治療者は、autism

の子どもが、いつ突如部屋に入って何をするかわからな

’いということを考えミお部屋に入ってきちゃうかもしれ

ないねモといっズ閉めようとするのだが・本児はミその

塒は、おことわりづていえぱいいよ膏といってすまして

、いる。礁突、時々部屋に入ってきたり、部屋の近くを通

ったりすることがあると、以前のような、しりごみするよ

うな不安な様子もなく、満面に得意気な表情をさえ浮べ

ている。母親にも、 自分の作ったもの等、見せにいく。

別に誉められることを期待しているわけでもなさそう。

　吃膏 もこの時期になる乏、落着き、殆んど目立たくな

る乙全く吃らない日もあった。吃る程度も身体を使う程

ではなくなった。

○母親のカウソセリソグの経過

　吃音の状態はいレ・ことが多くなってきた。これなら大

丈夫だという気持になってきた、と母親は述べるように

なり、こちらから聞かなければ吃音のことを話題にしな

くなった。母親は吃r だけなおそうとしては駄目だとい

うことがよく解ってきた。いろいろな点で自信をつけて

いかなければと考えて、一人でお使いに出したりしたと

ころ、案外しっかりしてくるので安心した。近くの歯医

者に一人でいけるようにもなった。幼稚園の入園も決定

賦母親は安心できるようになった。夜尿の方は、毎日

ということはなく1しない日も出てきた。姉と一緒に七

五三をしたが、心から祝ってやる気になった。写真がで

きたので見てやってくれと持6てきた。ミ本児が内藤先

生にどうしてもあげたいというので、お邪魔でしょ うが

もらって欲しいミといい、本児が内藤に手渡した。母親

が子どもの気持を理解できるようになったことは、大へ

んな進歩だと思った。そろそろ治療を終結してもよいと

内藤とも考えて、第37回（12月12日〉に母親と話し合っ

た。本児が、ここに来るのを大変喜んでいるので、幼稚

園が始ま1るまで見て欲しい、自分としては、そうして頂

いた方が安心だし、親子とも自信がつくからということ

なので、三月末で終結をすることにした。お正月には、主

人の兄弟が皆んな集まるこ とになっている。料理を沢山

作ったりして大へんだが、余り気をつかわなくてよくな

った。自分ものんびり子どもたちを速れて、実家にいっ

て泊ってきた。昨年までは、弟たちがきていると家をあ

けてはいけないと思っていたが、今年は気にしないで奥

家に帰った。お互いに水いらずでいいのに、どうして策

がつかなかったのかと不思議なくらいだ。人間、失敗の

ないものなどいないのだということがわかってきた、1と
　　　　　　　　　　　　　　　ロ
述べている。人の世話をするのが嫌いだといっていた

が、主人の弟の離婚問題にρき、男がやるよりは、とい

っで自分がすすんで色々面倒をみて、それが苦癌ではな

いようであった。

　（4）第46回（43年3月5日）～第49回（43年3
　　月26日）

○遊戯療法の経過

　46回目、おままごとでコ ッブに水を汲んだ時、 洋服を

濡らしてしまう。そのことが本当は黛になるらしいが、

平気を装ってミ大丈夫だよ、だってこれ遊び着だもの鳶
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という。しかしやっぱり気になって、脱いでスチームで

かわかす。

　遊びは構成的である。オバQを手に持ちミボク、オバ

Q藁と声色を使ってから・オバQの歌を歌う。その後・

鳶オバQを宇宙に飛ばさない？　ロケットを作って、ロ

ケットにのせて発射させればいいミといってレゴでロケ

ットをf乍る。出来．Lるとミワーイ！　できた／ミと喜

ぶ。

　おやつの時間に、もうあと少しで終結することを知っ

ていて菱あと3回きたら、今度ぽく幼稚園に行くんだ。

あと今度が終るとあと2回で、又終ると1回でしょう

？藁と吃りながらいう。帰る時間になってカウソセラー

のところでも同じことを吃りながら知らせている。終る

ことをかなり意識しているようである。

　47回、前半、落着かず、おもちゃ箱をかた端からひっ

くり返す。その後おやつを催促。食べながら、あと2回

で終るけれど、もっと来たいということをいってから

ミ幼稚園に行っても、ここに来るのでしょう？耗と治療

者の顔色を伺いながら、願望を表出してみる。が又その

後で≒でも幼稚園もおもしろいところなんだよモと自分

にいいきかせる。後半、ワンワソゲームを始めて、吃音

の方も落着く。

　48回、洗濯機のネジが壊れていると、函用紙でネジを

作り始める。一時間中、神経質に部屋を歩きまわって落

着かず・吃音の方もasseciated　sγmptomを伴なう吃

り方をしている。途中、お手洗いに母親と行くが、母親

と話している時は、吃っていない。

　最終回。前回より吃る程度は軽くな、ったものの、やは

り吃る回数は多い◇今日は姉も一緒なので、気になって

時々会いにいく、姉との会話では、全く吃っていない。

最終回という意識があり、飛ぶようにして入室し、何を

しようかと焦って、苛苛している。おやつの時に、もっ

と遊びたかったという感情を素直に出す。　モス、電話し一

て、 ここに来ていいんでしょう？モと治療者に開き・又

来たい時に遊びに来られるというこ とで自分自身を納得

させている。 後半、レゴで治療者と協力．して家を作る。

帰る時間まであと僅かのことを知らせるとミこれ位？鳶

と手を小さくつぽめてみせる。　ミそうねモというとミこ

れ位あるといいのにムと両手を大きく広げてにこにこ

笑っているQ　モお帰りの時間ミを知らせるとミじゃあミ

といってミバイバイ鳶と手を振って部屋を出る5

　この時期は、本児が終結することを知って意識し始め

た時から、又急に吃り出したというのが特徴である。本

児に とって、来所することは非常な楽しみであったため

に、終るということは理屈では理解でき｛も、感情では

おさえられなかったのではないかと思われる。そして終

りたくないとヤ・う気持を言葉や行動で表わしたが、それ

だけには留らずに吃音にまで及んだのではないかと考 え．

られる。

　治療者との関係の中での遊びの場面では、ひどく吃る

が、他の場面（姉との関係、母親との闘係）においては

吃らないということもその表われではないかと思われ

る。

　1年2か月もの長い期間ということと、本児自身の持

つ子どもらしい素直さから考えてみると、治療者と別れ

たくない、この遊びの場面を終りたくないと考えるの・

は、ある程度理解のいくことではある◇しかし、感情的』

な緊張の減少から自己統制という段階にまで至ったと感

じていたのだが、終結という大きな刺激となると、まだ

吃音には強い影響を与えるものだったという蛮実も見逃

せない。

　とにかく結果的には、一端は消えた吃音が最後に又び

どくなったということで、治療者にも多少の懸念はあっ

たが、一応49回をもって終結した。

○母親のカウソセリソグの経過

　いよいよ終結期に入ったわけである。母親の方は落着

いているように見えたが、本児の方は遊戯室では興奮状

態で、吃音もかなり目立っていた。母親に本児の吃りが

目立っのは、終結期にはよくあることで、親しい治療者

と別れるという不安からでもあるから気にしないでよい

と話すと、納得してあせりを示さなかった。又夜尿の方

もすることが減ってきたということで終結した。

　（4）予　後

　昭和43年5月工日に電話して様子を聞いたところ、幼

稚園には喜んで行っている。先生にもしっかりしている

といわれて安心している。吃音は気にならない。夜尿も

ずっとしなくなったということであった。

　夏休みになって電話をすると、大変いいので一度お会

いしたい。本児も内藤先生におあいしたいといっている

ので、ということであった。昭和43年8月28日に面接し

た。幼稚園に喜んで行き、少しも心配することはなくな

った。吃音は殆んど気にならない。夜尿もなく なったの

で、新しい蒲団を作ってやづたら虚ても喜んで、それか

ら自信がでてきた。左利きだが、だんだんなおすように

している。子どもは、親が心配する ようなこともなく、

それなりに成長していくものだという自信がもててきた

と話していた。
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IV　結 語

　1）　吃音の問題にりいてその吃音の発生と症状を説明・

するために、多くの研究者が解釈を行っている。その中

でも、Joh旦SQn，WendeU壱まミ子どもは、　こと ばを話し

始める時期には誰でもnon・fluencyの状態の時がある

もgギが、吃音児を作る親と．いうりは、 そ爾特期り子ど

もの湾on・fluen¢yを正常と嫡卑なさないで1吃音と珍

断し《しまう。障害としての吃音は、まさにその吃音≧

診断し色眼鏡で見た時から始まる。だから・その診断と

それに伴づζ起る態度や反応が吃音を発生させる原因で

あ多モという意味のこζを唾っている。

　本亦例のK，N．の場合には、母親が、力身ソセラ届に

　ミこの子は話した始めから吃っていたので非常に気にな

っなミとレ）っている。このこと1ま、．母親が、本児のこと

ぱがまだnorma1non・fluencyの時期に・ 吃音と診断

したこどを示していると思われる、そしてその後も、そ

の状態を強化させてレ．・くような態度によって発展させて

いき、 障害としての吃音に固定化しそうになってしまっ

たと昧る・こ唖に勘て・神佛ま、JoりnSQ＠説
と一致するもめと考えられる。

　2）本児の治療経過の中で特徴的なことは、第二期に

身体の調子の良さ想さによって、吃音が軽重したという

ことと、第四期の終結期に、一度消失した吃音が又目立

ったことであると思われるび

　第卓期の場合、身体の調子と吃音が、湘互比影響し合

づ七いるどいうご乏から、吃音どいうものは、特に身体

の変化と密接に関係あるものではないか’とも感じだが、

治療が発展経過して終結し七みる1と1身体の調子が悪く

ても・吃音は軽減していったのであるが ら、 これは単比

経過の流れの中の一つの徴候であって、この問題は大し

て重要なことではないように思われる。

　第四期の場合、心理的に安定を得てもなおかつ吃ると

いう結果になったが、それと同時に、そのまま終結して

もそれ以後、吃音が重くなっていないということも予後

でわかった。このことは子どもの側から考えれば、精神

的安定を得ていたのでその場合の吃音は、一時的なもの

で終ったということができるであろう。又、母親が、そ

うい う挙態にも、吃音に対して焦りを持たず、安定して

落着いた態度で子どもに接したことによって、吃膏をよ

りひどく、させずにすんだのではないか、とも考えられ

る。

　3）本事例の吃音に対する効果について

　遊戯療法とそれに併行して母親のカウソセリyグを行

って一応の効果をおさめることができた。これは、本児

自身の自然発達に加えて、本児が遊戯療法場面において

治療者に受け入れられることによ って、又、母親の育児

態度がより よく変佑した≧と比よって、本児Φ慨緒面頂

の成長を援助する．こ とができたから ではないかと思う。

　文・この他に本礁例が成功した原肉として、．本児の家

族の環境があまり複雑ではなかったこと、父親が母親を

適切に理解し・治療に協力的そあっ鳶ことも見逃しては

ならなし、と思う。
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Report on a Three-year･old Boy with Stuttering and Bed-wetting 

-Change in Stuttering in the Therapeutic Situations-

T0$hiko Gondaira, and ICeiko Naito 

A three-year-old boy who showed stuttering and bed-wetting was treated in 49 sessions of play 

therapy at our Institute for the period of I year and 2 months beginning frem Jan. 17th, 1967 to 

March 26th, 1968 (Counselirig with his mother-47 sessions) 

lt is interesting to nete that the boy's stuttering in the therapsutic $ituatiens showed four 

transitional stages. 

First stage : The feelings of tension and anxiety existed between the boy and the therapist, and 

these feelings cn the part of the boy seemed to be conspicuously revealed in the shape of 

stuttering. 

Second stage : Tension gradually decreased, and the boy became friendly with the therapisi and 

got used to the play situations. Stuttering on this stage got either worse or better in accordance 

with the change in boy's health cenditions. 

Third stage : The boy was psychologieally stablized. He hardly stuttered, and stuttering was 

no lcnge~ affeeted by his health cond*tions. 

Fourth stage : In ~~pite ef his mental stabili~ation, he began to stutter again, probably because 

he became very consciou$ ef the clese of the therapy. 

Mothe~s condition also changed along with the change in boyis stuttering. At first she was 

negative toward her boy, but gradually she came to be able to accept him. She had an 

understanding fcr the symptoms of stuttering and could corne to accept them. 

As the result, $tuttering which had once been again aggravated right before the close cf the 

therapy disappeared five months after the terminatlon of both the coun$eling and ther~LPy. The boy 

ceaeed bed-wetting, and was well adjusted to the kindergarten life. 

Acceptance by the therapist, in addition to the boy's natural development, and the desirable. 

change in mothe~s attitude seemed to have led this case to a successful end. 

-1~8L 


